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1. 概要  

本研究では、工事現場などにおける人身事故低
減を目的として、建設機械に取り付ける超音波安
全装置の性能向上手法について検討を行った。具
体的には、障害物を検出する超音波センサと CCD

カメラを組合せることで、超音波センサの警告に
加えて、人物が検出された場合にさらに強い警告
を発することで運転者の注意を促すシステムを試
作した。 

2. 2009 年度の成果 

工事現場での建設機械との接触による死亡事故が、
建設業全体の事故災害の 15.2%を占めるなど、大
きな問題となっている。この問題に対して、実際
の工事現場では、安全装置として超音波を用いた
物体検知センサをショベルカーやトラックなどの
大型建設機械に取り付け、センサからの警報によ
り運転者に注意を促すシステムが導入されている
(Fig. 1)。しかし、超音波センサは、草や低木など
にも反応するため、本来の安全な作業でも警告が
発せられてしまう。このような危険ではない場合
に警報が多く発せられると、運転者がこれを嫌い、
装置の電源を落としてしまうことがある。これが
現場で超音波センサを利用する際の問題となって
いる。 

 

 
Fig. 1 超音波センサ(左)と警報器(右) 

そこで、本研究では、従来の障害物検知に加えて
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人物検知を行うことで、近接した障害物が人で無
ければ弱い警告を発し、人である場合には強い警
告を発することで、装置の電源を切ってしまうよ
うな事態を回避するシステムを試作した。具体的
には、障害物までのおおよその距離を計測する超
音波センサに加えて、CCD カメラを導入し、画
像処理による人物検知を行うことで、人物らしい
障害物が検出された場合には、強い警告を発する。
また、検出精度の向上のため、カメラはステレオ
カメラシステムとし、超音波センサによる距離情
報と整合する距離にある物体を切り出し、人物か
どうかを検出する枠組みとした。 

Fig. 2はシステムが動作している様子である。
図の左上がカメラ画像であり、左下がステレオカ
メラから得られる距離情報である。また、右下が
左右の超音波センサから得られる距離情報である。
本システムでは、カメラ画像中から超音波センサ
で得られた距離と近い領域を抽出し、人かどうか
の検出を行っている。最終的な処理結果が右上に
示されている。 

 

 

Fig. 2 処理結果 

現在は、顔検出器を用いて切り出された領域が
人かどうかを判断しているため、画像中に顔が映
りこまない場合には、人として検出されない。し
かし、実際には、下を向いて作業している人物も
検出する必要があるため、今後、人物検出器と組
合せるなど、改善を行っていく予定である。 
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